








要約:

 三歳児聴覚検診で用いられている聞こえに関する質問票は全家庭で、また保護者による

自己検査は 9割以上の家庭で行われており、現在のシステムはおおむね浸透していた。質

問票は感度が低く偽陰性(取りこぼし)が多いが、自己検査は有効であった。 しかし言語

や発達の遅れで自己検査が難しい難聴児は質問票でのチェックが必要であり、現在の両検

査併用方式が適当であると思われた。今後は自己検査の信頼性をさらに高める為に、検査

の実際のやり方を示すビデオの導入が望ましいと考えられた。


